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月日（日時） ／ ／ ／

経過（病日等） 1日目 2日目 3日目

◇インスリンの必要性を理解できる  ◇血糖コントロールができる ◇退院後の生活について理解できる  

◇インスリン自己注射ができる 【退院条件】 

◇低血糖・高血糖の症状を理解し、対処法がわかる ◆インスリン使用にて、血糖コントロールができる

インスリン治療が始まります 次回受診日までに必要なインスリンと自己血糖測定の物品の処方があります

（　　　　　　　　　　　　　　　）というインスリンを使用します

毎食前後、眠前に自己血糖測定があります

制限はありません

安全のためベッド柵を設置します

治療食を提供します

（　　　　　　　　kcal）の6分割食となります

シャワーに入ることができます

歩いてトイレまで行くことができます

必要に応じて、NSTモニター（赤ちゃんの状態の監視モニター）や超音波検査を行います

インスリン導入が必要な場合は、医師・薬剤師から、インスリンについての説明があります 薬剤師より、退院後の薬剤についてお話があります インスリン導入後、血糖値が安定すると退院可能です 

また、看護師よりインスリンの手技や注意点についての説明があります 10時までに退院です

お迎えの調整をお願いします

注１：病名等は、現時点で考えられるものであり、今後検査等を進めていくに従って変わることがあります。 久留米大学病院　産科　西棟5階病棟
注２：入院期間については現時点で予想される期間です。 2024年8月作成
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